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ることを目的に据えている。論文は、全体で 5 章からなる本文ならびに図表から構成され、分量は A4 判 255 頁であ
る。そのうち本文は 400 字詰原稿用紙換算約 490 枚、図表は 119 点となっている。 
 第１章では、論文の目的・課題とそのための分析の方法、叙述を進めるにあたっての基礎的な時代区分や地域区分
の考えを整理しており、第２章～第４章では、弥生時代の木質遺物に関する具体的な検討を試みている。 






















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 土中からの発掘品を主な対象とする考古学の研究は、資料の遺存状態に左右されることが多い。有機質である木製
品は、出土状態が必ずしも良好であるとはかぎらないため、土器や石器と比較して研究がやや遅滞する傾向にあった。
本論文はそうした現状をうち破り、日本各地で最近増加しつつある木質資料を精力的に調査し、植生、樹種選択、製
作技法、流通過程などを包括的に検討して弥生社会論にまで論究した研究として高く評価できるものである。 
 従来、出土木質遺物の樹種の判別は自然科学研究者に全面的に委ねられてきたが、中原氏は樹木学の訓練を受けて
自らがプレパラート作成に始まる一連の作業を行い、樹種を同定している。木質科学的知識や技術と考古学的な視野
とを結合させて新たな研究領域を築いた点は、木質遺物を対象とした考古学研究の上でも先駆的な意義を持つ。 
 具体的な成果としては、農耕具や容器類に偏ったこれまでの木製品研究では検討が不十分であった杭や自然木など
の分析を新たに加え、周辺植生とも関連づけて木製品の素材調達や流通構造の実態を明らかにした点がとりわけ重要
である。河内平野における事例分析を通じて方法論を鍛え、全国各地の木材利用の基本形態を抽出することに成功し
た研究展開は中原氏の豊かな将来性を感じさせる。また、弥生時代の考古学研究では土器や石器について数多くの検
討がなされてきたが、木製品を通して朝鮮半島からの文化移入とその伝播あるいは変容の過程を詳細に検討できるこ
とを説得的に示し、木製品研究を他の文物との比較が可能な水準にまで引き上げたことも評価できる。 
 しかしながら、問題点もないわけではない。木製品製作の専業度の問題をはじめとして歴史的背景の結論付けに十
分な議論が尽くされていない点や、木製品以外を対象とした弥生時代研究との間の論理的整合性になお検討の余地が
ある点などは、大きな課題として残されている。また、地域的な植生の理解にやや粗い部分があること、資料の型式
学的検討において吟味の不足する部分が認められることなども、改善すべき点である。 
 とはいえ、本論文で示された新たな方法論の開拓と個別事象の解明、ならびに日本列島の全域を対象とする包括的
視点からの木製品研究の成果は、十分な学術的意義を有するものである。よって、本論文が博士（文学）の学位を授
与するにふさわしいものと認定する。 
